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外 科 術 後 感 染 症 の 変 遷

- 特に,セ フ ェム系第3世 代抗生剤の出現 以降-

大和田 進*・谷 口棟一郎 ・横森忠紘

新潟県小千谷総合病院

(* 現,群 馬大学第二外科学 教室,主 任3泉 雄 勝教撰)

(昭和59年8月11日 受付)

新 しい抗菌薬の出現 と共 に,臨 床分離菌は変遷 をとげ,そ れ に伴 つて感染症 も変貌を きた してい

る。特に,CGphem系 第3世 代抗生剤 の出現が.外 科術後感染症 にいかなる変化 を与 えたかを検肘

した。対象期間は,1981年1月 より1982年12月 までの2年 間で,外 科術後 感染症 分離菌 を,膿

汁中および胆汁中分離菌 に分け て検討 し,以 下 の結論が得 られた。

1.gram negative rods(GNR)か らgram positive coccus(GRC)へ の 菌交 代(症)が 起 こ

っている。

2.Candidaへ の菌交代(症)が 起 こってい る。

3.GNR内 で,複 雑な菌交代を起 こしてい る(特 に,胆 汁中分離菌 において)。

外科術後感染 症 は,抗 菌 薬 の 出 現 に よ っ て著 明 に減 少

したが,現 在で も重 大 な合 併症 の一 つ であ る。 新 しい 抗

菌薬の出現 と共 に,そ の 感 染起 因 菌 も変 遷 を とげ て きて

いる1～7)。1940年 代,penicillinが 開 発 され,化 学 療 法

の発展 によ り,化 膿 性疾 息 は 制 圧 され か け た が,耐 性 ブ

菌が出現 した。1950年 代 は,耐 性 ブ菌 に よ る 院 内 感 染

が問題 となった。penicillinaseに 安 定 なpenicillin剤

の開発,第1世 代cephem系 の 出現 は,1960年 代,耐

性ブ菌の低下 と共 に,gram positive coccus(GPC)か

らgram negative rods(GNR)へ の 菌 交 代 を もた ら

した。1970年 代 後半,第2世 代cephem系 の開 発は,

GNRの 中で,E.coli,Klebsiellaか らPseudomonas,

Serratia,Enterobacterな どの弱 毒GNRへ の 菌 交 代

を起こしつっ あ る。 この よ うな感 染 起 因 菌 の変 遷 は,感

染症 自体を も 変 貌 させ て きた 。 即 ち,Psmdomonas,

Serratia,Enterobacterな ど の 弱 毒GNR ,coagulase

陰性Staphylococmsな ど の 弱 毒GPCの 増 加 は,

terminal infection,nosocomial infection,複 数 菌 感

染症 の増加 とな り,感 染 症 は,よ り複 雑 な 様 相 を 呈 して

きてい る。近年 のcompromised hostへ の 手 術 適 応 の

拡大に よ り,一 層 この 傾 向 は強 ま る もの と思 わ れ る。

1970年 代 末GNRへ の強 力 な抗 菌 薬 であ る 第3世 代

cephem系 が開 発 され た8～13)
。 これ らが 感 染 起 因 菌 に い

かなる変化 を もた ら した か を 検 討 した 。

I.研 究 対 象

1981年1月 よ り1982年12月 ま で,2年 間 の小 千 谷

総合病院外科 に お け る手 術 件 数 は,1,894件,そ の うち

全 麻521件.局 麻1,373件 で あ った。 これ ら を対 象 と

し,術 後 感 染 症 分 離 菌 に つ い て 検 討 した。 抗 菌 薬 は,術

後 感 染 予 防 に,ま た,感 染 症 の 治療 に使 用 した 。 この 期

間 を前 期,中 期,後 期 と分 け た 。前 期 は,1981年1月 よ

り1981年11月 まで,cephem系 第3世 代 出 現 以前,

即 ち,penicillin系,cephem系 第1,2世 代 の み使 用

され た 期 間,中 期 は1981年12月 よ り1982年2月 ま

でcephem系 第3世 代 の治 験 期 間,後 期 は1982年3月

よ り1982年12月 までcephem系 第3世 代 の臨 床 使 用

期 間 と した。

臨 床 分 離 菌 は,創 感 染,手 術 時 腹 腔 内 よ り採 取,ま た

はdrainage tubeよ り採 取 した 術後 膿汁 中 分離 菌 と,手

術 時,ま た は 外 痩tube,PTCD tubeか ら採 取 した 胆 汁

中分 離 菌 と に分 類 した 。

II.研 究 成 績

膿 汁 中 分 離 菌(Table 1,Fig.1)で は,前 期94株,

中 期18株,後 期57株 が 分 離 さ れ た。 前 期 はGPC

21.3%,GNR66-0%で あ った 。GPCで は,5trepto-

coccus sp.15.g%,Staphylococcussp.5.4%で,中 で も

S.faecalis,a-Streptococcusが 大 半 で あ った。GNRで

は,E.coil 26.6%,Klebsiella sp.17.0%,Pseudomo-

nas sp.14.9%で あ った 。Proteus sp.,Serratia sp.,

Citrobacter sp.は 数%に と どま って い た。 中期 は,

GPC27.8%と 増 加傾 向 を示 し,GNR44.4%と 減 少 傾

向 を示 した 。特 にStreptococcmsp.が 増 加 しKlebsiella

sp.が 減 少 した 。後 期 は,中 期 の傾 向 が よ り顕 著 に現 わ れ

た 。GPCは,40.3%と 前 期 に 比 ベ 倍増,Sepidemi-
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afis,S.faecouisが 増 加 した 。GNRは,47.4%と 前 期 に

比 べ10%程 低下 した 。E.coliは.26.6%か ら17.5%

へ,Klebsiella sp.が17.0%か ら数%へ 低 下 した こ と

が 原 因 と思 わ れ る。Pseudomonas sp.,Serratia sp,は不

変 で あ っ た。Proteus sp.,Cilrobacter sp.は 分離 されず,

新 た にEnterobacter sp..Candidaが 分 離 された。即ち

Table 1 Organisms detcrtvd in pus

ORGANISMS DETECTED IN OJIYA HOSPITAL (1981•`1982)
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GNRか らGPCへ の菌 のshift.GNR内 で の 薗 交 代,

Candaへ の菌交 代 がみ られ た。

次に,胆 汁中 分離 菌(Table 2.Fig.2)に つ い て 検 討

すると,前 期62株,中 期22株,後 期59株 が 分 離 さ

れた。前期は,GPC 1.6%,GNR98.4%で あ った。

Serratia sp.25.8%,Pseudomonas sp.20.1%と 弱 魔

GNRが 大半を 占めた 。 そ の他Klsbsmasp.17.7%,

Enterobactersp.12.9%,Proteussp,6 ,5%.E.oli

6.5%で あ っ た。E.coliの 分離 低下 が 目立 った。Serra-

tia sp.の 分 離 増 加 はcompromised hostへ の 院 内 感 染が

疑 わ れ た。 中期 では,GPC4,5%.GNR95,5%と わ ず

か な増 減が み られ た 。 後 期 で はGPC 10.2%と 増 加 し,

それ は 主 に,S.faecalisの 増 加 に よ った。GNRは,

89.8%と 滅 少 した。Enterobacter sp,20,3%,Pgsudo-

Table 2 Organisms detected in bile

ORGANISMS DETECTED IN OJIYA HOSPITAL(1981-1982)
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Table 3 Antibacterial activity (MICAo) 106 cells'ml of clinical/isolates of bacteria
references 8)-16)

monas sp.18.6%,E.coli 16.4%,Klebsiella sp .

13.5%,other GNR 10.2%,5erratiasp.6 .8%て あ

った 。GNRの 減 少 は,Serrotia sp.の 前 期25 .896

が,後 期6.8%へ と減 少 した こ とに よ った。Klebsiella

sp.は 減 少 した が,E.coli,Enlerobacter sp .は 増 加 し

た 。 後 期 に な って,GNR中 で の 複雑 な 菌 交 代 を 示 し

た 。

分 離 菌 の変 遷 と抗 生 剤 抗菌 力 の関 係 を 明瞭 に す る た

め,臨 床 分 離 菌106 cells/mlに 対 す るMICを 示 し

(Table3)8～16),ま た,そ の抗 菌spectrumを 分 離 菌 円 グ

ラ フ,Fig.1,2にoverlapさ せ た(Fig .3,4)5)。 前 期

の膿 汁 中,胆 汁 中 分 離菌 にCefmetazole(CMZ) ,Cefo-

tiam(CTM)を,後 期 の 膿 汁 中 分 離 菌 にLatamoxef

(LMOX),胆 汁 中 穿 離 菌 にCefoperazone(CPZ)を

overlapさ せ た。

膿 汁 中 分 離 菌 て は,後 期LMOXに 感 受 性 の低 い

Staphylococcus sp.が 著 し く増 加 してい た。LMOXに 感

受 性 の 高 いE.coli,Kleisiella sp.は 減 少 していた。抗菌

spectrum内 のProleus sp.,Citrobacter sp.は 分離され

な か った が,Enterobacter sp.は 増 加 してい た。Pseudo-

monas sp.は 不変 で あ った。

一 方 ,胆 汁 中分 離 菌 で は,LMOXに 感 支性のあ る

Serratiasp.が 減 少 した 。CPZ,LMOXに 感受性の高い

Klebsiella sp.,Proteus sp.,Citrobacter sp.は 減少した

が,E.coli,Enterobacter sp.は 増 加 して いた。other

GNRの 増 加 もみ られ,複 雑 な菌 交 代 を うかがわせた。
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Fig.1 Organisms detected in pus

Fig. 2 Organisms detected in pus

Fig.3 Overlapped the antibiotics spectrum on the organisms in pus

Modified the figure of Ueda & Matsumoto. (ref. 5 )
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Fig.4 Overlapped the antibiotics spectrum on the organisms in pus

CMZ

C81.1～11)

CTM

C81.1 H.

LMOX

C82.3～12)

Modified the figure of Ueda & Mat,urnoto (ref.: 5)

Enterobactersp.に つ い ては,膿 汁 中,胆 汁 中 と も増 加 し

て お り,院 内感 染 症 を 強 く疑 わせ た 。

III. 考 察

術 後 感 染 分 離菌 は,1980年 代 の 報告17～28,では,GPC

13.4～32-7%,GNR59.0～78.2%で あ る。 当院 に おけ

る 外科 手 術 後 の 感 染 分離 菌 の検 討 で は,前 期(1981,1～

11)にGPC21.3%,GNR66.0%と,他 施 設 と同様 な

分 離 頻度 を示 した 。一 方,cephem系 第3世 代 の 臨床 使

用 され た後 期(1982,3～12)は,GPC40.3%,GNR

47.4%とGPCの 検 出率 が 著 し く高 く,GNRの 検 出が

低 下 した。 また,Canげidaの 分 離 もみ ら れ て い る。

cephem系 第3世 代 の 出現 に よ って 危 惧24～29)さ れ た

GNRか らGPCへ の菌 交 代,Candida菌 交 代 が 当 院 外

科 手 術 後 の感 染 症 分 離 菌 の様 相 の中 に 現 実 の も の とな っ

て い る。

一 方 ,胆 汁 中 分 離 菌 は,1980年 代GPC 13.3～

16.3%,GNR71.7～78.4%の 報 告28～80)がみ られ る。当

院 の 胆 汁 中 分 離 菌 の 検 討 で は,前 期(1981,1～11)

GPC 1.6%,GNR 98.4%,後 期(1982,3～12)は,

GPC 10%,GNR 89.8%で あ った。 他 施 設 の報 告 に比

ぺ,GNRの 分 離 が 高 頻 度 で あ っ た。 他 施 設 で は,Kleb-

siella sp.,E.coli,Pseudomonas sp.が 主 なGNR中 の

分 離菌 で あ る。 しか し,当 院 では 前 期 にSerratia sp.

が 高 い 頻 度 でE.coliが 低 い 頻 度 で 分離 され,後 期 に な

る と,、Enterobacter sp.が 高 い 頻 度 で分 離 され た 。 この

胆 汁 中 分離 菌 の様 相 の 中 に,各 施 設 の抗菌 薬使 用 状 況,

耐 性菌 の 分離 状 況 な どの 施 設 の特 異 性 が 濃縮 され て い る

よ うに 思 わ れ る。 これ がGNR内 で の複雑 な菌 交 代 を起

こす,一 つ の原 因 と思 わ れ る。

cephem系 第3世 代 抗 生 剤 の 使 用 に よ り,感 染症の悪

化 例 や菌 交 代症 が井 上 鋤,青 沼 ら32)に よ り報 告 されてい

る。 筆者 ら もS.faecalis菌 交 代 症 に よ る悪 化例や,糞 便

中 よ り菌 が 分離 され な い とい うnormal floraの 撹乱,消

失 な どを 経験 した。cephem系 第3世 代 抗 生剤の使用上

の 問 題 と して,低prothrombin 血 症,disulfirum作 用

な どの 副 作 用,高 価 格 とい う問 題 もあ りcephem系 第3

世 代 の適 応 は,厳 格 にす ぺ き で あ る と思 われ る。安易に

術 後 感 染 予 防 の 第一 選 択 にす べ き では な い と思われる。

小 酒 井"D,石 引 ら21,28,34,は,cephem系 第3世 代の適応

を,1.opportmistic infection,2.comprom血5ed host

の重 症 難 治性 感 染 症,3腹 部 汚 染 手 術,4.B.fragilis感

染,5.Pseudomonasを 含 む 複 数菌 感 染 と している。

cephem系 第3世 代 抗 生 剤 の 適応 基 準 とすべ き見解 と思

わ れ る。 一 方,感 染 症 に対 す る抗菌 薬 の使用 選択に対し

て は,真 下 ら8)のhomeostasisを くず さない よ うなpe'

aceful coexistanceの 観 念 に 基 づ い た選 択 も必要であろ

う。

IV. 結 論

cephem系 第3世 代抗 生剤 の 出 現以 降 の外 科手術後の

感 染 症 分 離 菌 に つ い て 検 討 し,以 下 の結 論 を得た。

1. GNRか らGPCへ の菌 交 代(症)が 起 こってい

る。

2. Candidaな どの 分 離 検 出 率 が 高 く,真 菌交代

(症)が 起 こ りつ つ あ る。

3. GNR中 で,複 雑 な 菌 交 代(症)を 起 こ しつつあ

る(特 に,胆 汁 中分 離 菌 で)。
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AN INFECTION CHANGE IN THE SURGICAL FIELD

AFTER THE PRODUCTION OF THE THIRD GENERATION CEPHAROSPORINS

SUSUMU OWADA, TOICHIRO TANIGUCHI and TADAHIRO YOKOMORI

The Department of Surgery,Ojiya General Hospital,Ojiya,Japan.

With the appearance of new antibiotics,the types of infection have been altered,and so do the
organisms.What types of alteration was made by the production of the third generation cepharo.
sporins?.The postoperative infection was studied,especially after the production of the third gen.
eration cepharosporins.

The results were as follows;
1.The alteration from GNR to GPC was induced and the superinfection of GPC represented.
2.The superinfection of candidasis was induced.
3.The complicated alteration of microbacterial population in GNR was induced,especially in the

bile.


